
普通交付税が段階的に減額となるイメージ図
（単位：千円）
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 小長谷順二 通信 
 

平成 25年 4 月 13日 

 
 

民生費   41 億 1617 万 1000 円 
            土木費   27 億 5602 万円 
            総務費   17 億 2893 万 7000 円 
            教育費   16 億 2507 万 3000 円 
            衛生費   15 億 5742 万 6000 円 
            公債費   14 億 5534 万 7000 円 
            消防費    8 億 1938 万 2000 円 
            商工費    7 億 8246 万円 
            農林水産業費 5 億 6495 万 8000 円 
            その他     2 億 1722 万 6000 円 

 

小長谷順二 後援会事務所 
伊豆市土肥 450-7 

TEL/FAX 0558(98)0400 

http://konagayajunji.web.fc2.com/ 

Email photo-ko@vcs.wbs.ne.jp 

 

    【平成 25 年度伊豆市一般会計当初予算】 
     156 億 2300 万円（前年度より４億円増） 

市 税   44 億 1453 万 7000 円 
地方交付税 46 億 5000 万円 
市 債   17 億 8670 万円 
国庫支出金 15 億 1274 万 8000 円 
県支出金    9 億 262 万 4000 円 
繰入金    6 億 1460 万 9000 円 
その他   17 億 4178 万 2000 円 

 

施
政
方
針 

 

伊
豆
市
長 

一 

雇
用
の
創
出 

［
１
］
企
業
誘
致
、
起
業
支
援 

［
２
］
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

二 

所
得
向
上 

三 

定
住
促
進 

四 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

［
１
］
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ 

［
２
］
津
波
対
策 

［
３
］
土
砂
災
害
対
策 

［
４
］
高
齢
者
移
動
手
段 

［
５
］
子
育
て
環
境
等
の
充
実 

［
６
］
住
環
境
対
策 

五 

行
財
政
改
革 

 

平
成
２７
年
度
か
ら
始
ま
る
地
方
交
付
税

の
合
併
に
よ
る
特
例
措
置
終
了
を
見
据
え
、

実
施
が
不
可
能
な
取
り
組
み
を
優
先
的
に
予

算
化
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
休
止
・
先
送
り
を
検
討
し
、
原
則
と
し

て
拡
充
は
行
わ
な
い
な
ど
、
事
業
の
選
択
と

集
中
を
行
い
編
成
し
ま
し
た
。 

結
果
と
し
て
、
前
年
比
増
額
の
予
算
に
な

り
ま
し
た
が
、
無
駄
を
で
き
る
限
り
省
い
た

中
身
の
濃
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

 

Vol. 2 号 

3 月議会 
 



                            

                    

 小長谷順二 通信     

Ｑ.伊豆市観光協会補助金 50,476,000 円

について入湯税収入額 45％の理由 

Ａ.観光協会の各支部の負担金に沿って

平成 19 年に取り決めた制度で、旅行

形態の大きな変動があった場合は改

善の余地もあります。 

 

Ｑ.環駿河湾観光海上交流活性化事業負担金

400 万円についての詳細 

Ａ.富士山世界遺産登録、県道 223 号を見据

えて静岡県主催で海からの富士山を

PR するための伊豆市負担金。総額１億

5000 万円で、ドリームフェリー・静岡

市・伊豆半島市町一丸になっての事業で

平日のフェリー料金半額などです。 

 

 
Ｑ.職員の採用について 
Ａ.市が求める人材は、伊豆市が大好きで、

使命感があり、向上心が強く、意欲を

持って仕事に取り組む事ができ、市民

の為に働く事ができる人。試験内容

は、1 次試験（筆記）、2 次試験（論

文・集団面接）3 次試験（個人面接）。

採用倍率は募集人員によって異なる

が 3・4 倍～7・8 倍です。 

 

Ｑ.山の荒廃について 
Ａ.砂防整備・森林整備・有害鳥獣対策 
森林整備は国立公園なので、やたらに伐

採は出来ないが、方向性が国や県とも一

致しているので、森林組合などと連携し

て進めて行きたい。有害鳥獣対策は狩猟

者の高齢化が深刻。正業として成り立っ

ていないのが、後継者不足の原因。捕獲

隊と相談しながら対策を取って行く。 

Ｑ.土肥地区の津波避難対策について 
Ａ.第 4 次被害想定が出た後は、屋形地区の防潮堤は県と協議して高さとデザインを決めたい。小土

肥黒根区の避難場所は裏山で、その避難路の整備は、必要があれば支援を行う。浜区は歩道橋又は、

タワーなのかを、住民と話し合って決めたい。八木沢小池区は、裏の高台に避難をしてもらい、中

心部低地の避難場所は、丸山公園管理等付近か南小裏山、そしてどこに避難タワーもしくは、歩道

橋を設置するのかは、地盤調査をして住民との話し合いで決めたい。津波避難台帳の完成をいち早

く完成させて欲しいとの要望に対し、津波避難協議会を立ち上げ、民生委員等の協力を得ながら順

次整備をして行きたい。地域で何度も話し合いをして、家族で避難場所の共有をしてもらいたい。

津波直後の自衛隊等の出動には、他の県の市町の被害も甚大なので、土肥各地区で被害状況を確認

し、救出要請をしていかないと、さらに時間がかかるので、その体制の訓練を行って行きたい。 
 


